
平成２８年度第１回総合教育会議 次第 

日時 平成２８年７月２８日（木） 

午後３時３０分から午後５時まで 

場所 議会棟２階第５委員会室 

１ 開 会 

２ 市長挨拶 

３ 議 題 

(1) 平成２７年度第３回会議における意見・要望等に関する取組状況について 

(2) 市長部局と教育委員会の主な連携事業等について 

４ その他 

５ 閉会 

【配付資料】

・次第

・資料１ 平成２７年度第３回会議における意見・要望等に関する取組状況について

・資料２ 次世代の防災リーダーの育成について

・資料３ 心のサポート体制について



平成27年度第３回会議における意見・要望等に関する取組状況について

№ 主な意見・要望等 平成28年度における主な取組状況

1 ○グラフの数字は（放課後児童クラブへの）申込
数ということで、放課後児童クラブがないと困ると
いうような御家庭の数と思うが、本当であれば入
れたいのだけれど、申し込んでもダメだからと諦
めて、何とか融通しているという御家庭が、この何
倍もあるのではないか。

【青少年育成課】
・平成28年５月１日現在、594人の待機児童が出
ておりますので、民設クラブを整備し、公設クラブ
の不承諾者を誘導することで、待機児童の解消に
取り組んでおります。

№ 主な意見・要望等 平成28年度における主な取組状況

2 ○視覚障害のある方が触って楽しめる作品が置
かれるといいと思うので、是非アーティストの方と
話し合いながら進めていただきたい。

【文化振興課】
・触ったり、聴いたりして楽しむことのできる作品も
設置されます。
（例）
・日本相撲聞芸術作曲家協議会JACSHA
・大友良英
・ダンカン・スピークマン＆サラ・アンダーソン

№ 主な意見・要望等 平成28年度における主な取組状況

3 ○一票を投じる際の前提となるものごとを見る力
や判断する力、さらには課題判断や解決にとって
必須なディスカッション力、ディベート力、そしてプ
レゼンテーション能力を、18歳目前の高校時代だ
けではなく、小・中・高時代の指導を通して付与
し、自立・自律する若者の育成に力を注ぐことが
重要なのではないか。

【指導１課】
・小・中学校では、児童生徒が課題の解決に向け
て主体的に取り組む学習を充実させ、他者との対
話や議論を通して、物事を多面的・多角的に考察
し、公正に判断する力の育成を図っています。

【高校教育課】
・高等学校では、ディスカッションやプレゼンテー
ション等を実施し、社会の事象を多面的、多角的
に捉え自らの考えをまとめていく力を育成してい
ます。

【選挙課】
・将来の有権者に、選挙への関心を高めていただ
くためにも、教育委員会との連携は重要であり、
教育委員会からの要請に対し、可能な限り協力で
きる体制を整えてまいります。

１　放課後児童対策の推進について

２　「さいたまトリエンナーレ２０１６」の開催について

３　主権者教育の充実について
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資料１



№ 主な意見・要望等 平成28年度における主な取組状況

4 ○政治関係、教育関係という部分を専門とする方
も招聘し、どういった形で教員として関わっていっ
たらいいのかということを、特定のイデオロギーで
はなく、若者が選挙をするということについての理
念的な部分について、専門的なお話を先生方に
お話しできると、先生方、かなり指針が見えた形
で安心して指導できるのではないか。

【指導１課】
・５月に、市立小・中・特別支援学校の社会科主任
を集めた研修会において、主権者教育に係る講
義を実施しました。講師に大学教授を招聘し、若
者の意識や選挙の現状及び主権者教育の実践
例などについて御教示いただきました。

【高校教育課】
・選挙管理委員会と連携しながら、市立４高校に
おいて、全教職員を対象に研修会を実施し、公職
選挙法と生徒の選挙運動、政治的活動及び教職
員の指導の留意点について周知しました。

【選挙課】
・先生方が公職選挙法の基本的事項を理解し、安
心して指導できるよう、引続き、教育委員会と連携
を図りながら、教員を対象した出前講座などを実
施してまいりたいと考えています。

5 ○投票所に行って誰かの名前を書いて来ればい
いんだ、その時に感じたことだけしておけばいい
んだということだけではなく、もう少し本質的なとこ
ろを合わせてしっかりと教育現場の中で是非、
やってほしい。

【指導１課】【高校教育課】
・市立小・中・高等学校では、文科省が作成した副
教材の活用や、授業や模擬選挙などの体験的活
動等で、社会の事象を多面的、多角的に捉えて自
らの考えをまとめていく力を育成するなど、政治的
教養を育む教育を行っています。

【選挙課】
・教育現場の中で実践する際に、円滑に実施でき
るよう、教育委員会からの要請に対し、可能な限
り協力できる体制を整えていきたいと考えていま
す。

№ 主な意見・要望等 平成28年度における主な取組状況

6 ○ジュニア大使として体験したことをそれぞれの
学校へ持ち帰って披露すると言うか、一人の体験
ではなくて、代表としての体験であるという形を今
後整えていってほしい。

【指導１課】
・御意見を活かせるよう、仕組みを整えてまいりま
す。

7 ○ＡＬＴなど、全校になると、全国的な規模になる
ので、どうしても人材確保というのが非常に困難
だと思う。人材派遣会社を使うみたいなんですけ
れども。やってみないと分からない部分もどうして
もあるので、是非、うまく対応していただければと
思っている。

【指導１課】
・委託による派遣ＡＬＴに関しては、入札・契約等
順調に進み、適切な派遣が行われるよう努めまし
た。

４　「グローバル・スタディ科」の推進について
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資料２次世代の防災リーダーの育成について







〈いじめ・自殺防止〉

・「潤いの時間『人間関係プログラム』」の実施
（Ｈ１７～）

・24時間電話相談窓口の開設
（Ｈ１８～）

・「心と生活のアンケート」の実施
（Ｈ２２～）

・「『いのちの支え合い』を学ぶ授業」の実施
（Ｈ２４～）

・ゲートキーパー研修の実施
（Ｈ２５～）

・児童生徒緊急対応チームの充実
（Ｈ２６～）

・専門性を生かした「チーム」としての支援体制
の強化
・関係機関との連携強化 等

心のサポート体制について

〈不登校〉

・欠席児童生徒の状況把握の充実

・専門性を生かした「チーム」としての
支援体制の強化

・教育相談室、適応指導教室の充実

・関係機関との連携強化 等

～子どもが悩みを一人で抱えることなく、悩みや課題を解決するために～
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